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第2号発刊にあたって    一般社団法人カリタス南相馬代表理事 幸田和生 

  わたしたちの活動は２０１２年６月、「カリタス原町ベース」として始まりました。東日本大

震災と福島原発事故以降、全国（全世界）から被災地支援に訪れるボランティアを受け入れ、宿

と食事を提供し、地域での活動に送り出す活動をずっと続けてきました。しかし２０２０年、

誰も予期していなかった新型コロナウイルス感染症の流行によって、ボランティアの宿泊者の

受け入れを中止し、それは今も続いています。その中でスタッフや長期ボランティアの修道者

たち、県内のボランティアだけでできることを続けてきました。 

 先を見通すことのできない状態は今後も続くでしょう。それでもカリタス南相馬は、この福

島県浜通りの地にとどまり、この地の方々と共に歩んでいきたい。その思いを全国の皆さんと

分かち合いたいと願いながら、「カリタス南相馬だより」をお届けいたします。 

 長くカリタス南相馬で働いてくださったシスター早川節子（聖霊会）は２０２０年６月、名

古屋の修道院へと派遣されていきました。また、シスター吉岡知子（援助マリア会）はこの３

月、福山の修道院に派遣されることになりました。お２人の働きに心から感謝いたします。 

ごあいさつ             カリタス南相馬所長  南原摩利 

カリタス南相馬の運営を支えてくださっている賛助会員の皆様並びに、祈りとご寄付によっ

て活動を支えてくださっている皆様に、心から感謝申し上げます。おかげさまで昨年の１０月

にカリタス南相馬のボランティア活動に対して、福島県社会福祉協議会会長賞を頂きました。

この賞は今までに全国から来られたボランティアの皆様に向けられた賞です。心から感謝致し

ます。 

東日本大震災から１０年が経ちましたが、原発被災地である浜通りにおける復興は進んだと

はとても言い難い状況です。昨年はコロナ禍にあって、全国からのボランティア受け入れは中

止せざるを得ませんでしたが、サロン活動やイベント開催、戸別訪問など、人と人との関わり

の場を提供することに力を入れ、県内ボランティアの皆様とスタッフによりできる活動を行っ

ています。一日も早くコロナが終息し、皆様とお会いできる日が来ますことをスタッフ一同心

から願っております。今後も変わらぬご支援とお祈りをよろしくお願い致します。 
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 活動の紹介 一般社団法人カリタス南相馬 2020 年 1 月～12 月の活動をご紹介します。  

 

1）食事と宿泊の提供 

今年度は、コロナ禍にあって３月より宿泊受け入れを中止した後、７月に再開を検討しました 

（各部屋１人の個室とし、宿泊許容人数を計２人）が、その後も収束が見られず、現在も受け入れ

を中止しています。 

 

２）ボランティア活動のコーディネート 

台風１９号における災害ボランティア派遣、南相馬市や浪江町、 

相双地区の施設や団体などからのボランテ

ィア要請（家の片付け、引っ越し手伝い、樹

木伐採など）と、ボランティア活動希望者と

の活動調整を行いました。災害ボランティ

アに関しては、１月に「CTVCボラパック」を

企画して参加者を募り活動に参加しました。

3月以降は、県内在住のボランティアとスタッフにて可能な活動を行い

ました。今年度から開始したボランティア活動として、自立研修所ビー

ンズ（授産施設）における支援があります。 

 

3）地域住民の交流の場の提供とイベントの企画及び運営 

南相馬市教育委員会事務局生涯学習課主催の「まちづく

り出前講座」に登録。「生伴奏で歌いませんか」「楽器に触れ

て楽しもう」の２講座を開設し、住民主催のサロンからの要

請に応えました。サロンを開催するにあたり、飛沫防止用の

シールド板を作成し、感染対策を行った上で実施すること

が出来ました。 

南相馬 1 階多目的室で活動していた眞こころサロンもコ

ロナ禍で休止となり

ましたが、月に一度「お

楽しみ会」として再開。

秋には、地域住民に向

けたカリタス南相馬主

催のバイオリンコンサ

ートも開催することが

できました。コロナ禍にあって様々なイベントが中止と

なり、カリタス南相馬で毎年行っていた夏祭りやコンサ

ートは中止としました。 

出前講座 

「生伴奏で歌いませんか」 

 

 

眞こころサロンのお楽しみ会 

 

台風 19号 

炊き出し支援 

 

小高区の除草作業 

 

バイオリンコンサート 
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幼稚園への 

給食提供 

 

 

4）サポートを必要としている子どもと大人の支援 

子ども達への支援、母親への支援、障がい者への支援、高

齢世帯への支援を行いました。また、社会福祉協議会のサロ

ン活動への協力を継続し、交流の場作りとコミュニティ作

りに協力しました。また、隣接するさゆり幼稚園からの要請

に応え、預かり保育補助や

給食の提供を行いました。

小高区の災害公営住宅及び一人暮らしの高齢者を中心に、戸別

訪問を行いました。また、コロナ禍にあって生活困窮となった

方へ必要な支援物資をお届けしました。（P６～P７参照） 

 

5）持続可能な暮らしへの取り組み 

持続可能な暮らしへの取り組みの一環としてカリタス畑の運営を行

いました。カリタス畑から収穫された食材をカリタス南相馬での食

事提供や幼稚園給食で活用。また、さゆり幼稚園園児の芋ほり体験や 

                       種まき、水やり 

種                      などに畑を提供 

                       しました。 

 

 

   

 

 

６）東日本大震災と原発事故による被災地等の案内及び情報発信  

東日本大震災と原発事故がもたらした福島の被災地における    

厳しい現実を伝えるために現地の案内を行いました。県外から  

の講演依頼（福島の現状について）に関しては、コロナ禍によ  

りオンライン講演に切り替えることで対応しました。また、カ   

トリック東京ボランティアセンター（CTVC）の「福島から語る」  

のライブ配信のサポートも行いました。 

YouTubeを利用してカリタス南相馬チャンネル（カリみそチ  

ャンネル）の配信を開始し、地元の方の声を配信しました。 

 

カリタス南相馬チャンネル                                            

7 月 7日（火）＃001 田中徳雲氏  7月 11日（土）＃002 田中徳雲氏 

7月 29日（水）＃003 廣畑裕子氏                                                    

 

 

サツマイモの畑に水やり 

 

芋ほりを体験 

 

「東日本大震災・原子力災害 

伝承館」（双葉町）現地案内 

 

 

災害公営住宅への戸別訪問 

 

 

災 害 公 営 住 宅 へ の 戸 別

訪問 

 

サロンの風景 
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災害公営住宅への戸別訪問    報告  南原摩利（所長） 

毎月第２水曜日に、小高区にある災害公営住宅（東町団地・上町団地）に個別訪問に伺っていま

す。本所緑星教会（東京都墨田区）・社会福祉委員会の皆様からのご支援を頂き、小高のお米農家

さんの支援も兼ねて、お米を小分けして届けさせて頂いています。また全国から頂きましたメッセ

ージカードや支援の物資もお届けしました。復興団地や災害公営住宅で孤独死が続いた時があり、

私たちにできることは限られていますが、せめて繋がりのある小高の皆様と、月に一度でもお一人

お一人のお顔を拝見してお声がけができればとの思いで続けさせて頂いています。クリスマス時期

には、聖心女子学院関係の学生さんからのクリスマスカード、３月には、福山暁の星学院中学生（広

島県福山市）が作った折りバラ、清泉小学校（神奈川県鎌倉市）の生徒さんからのメッセージカー

ドも同封してお渡しすることが出来ました。皆さん、心温まるメッセージやお心遣いに感謝されて

いました。コロナ禍のため、以前のようにサロン活動は行えませんが、月に一度玄関先で交わす挨

拶と近況報告をお聞きするひと時を私たちスタッフも楽しみにしています。 

 

「なんばんひろば」    報告  シスター北村令子（援助マリア修道会） 

 ２０１５年秋に始まった「おだか ぷらっとほーむ」が、２０２０年３月をもって閉じられるこ

とになり、誰でもぷらっと来られるアットホームなこの場がなくなるのは大変残念で、今まで築き

上げた人と人とのかかわりの場を何としてでも続けたいと思い、２０２０年９月に「なんばんひろ

ば」と改称して開くことにしました。今までと同じ場所、

唐辛子プロジェクト「小高工房」（代表廣畑裕子さん）の 1

階スペースで、たわいもないおしゃべりができる場です。

午前１０時から午後３時までの間ならだれでも、予約なし

に立ち寄ってくつろげる場です。一人暮らしの方が「今日

は、ここで初めて声を出した」と言われることもあります。

小高工房のお休み（日・祝）はお休みですが、平常の火曜日

と金曜日には北村と、シスター馬場（援助マリア会）が常

駐することになっております。火曜日の午前中は英会話のグループが、シスター穎川（聖心会）と

共に英会話を楽しんでいます。同じく火曜日の午後はシスター村上（聖霊会）の指導でパステルア

ートをやっています。初めての方、飛び入りの方、一回限りの方も歓迎しています。 

 コロナ禍の中でも細々ですが、絆をつなぎ続けることができるのは嬉しいことです。どうぞご遠

慮なく通りがかりにでもお立ち寄りください。人とのつながりの温もりは、一日の生きる力になり

ます。日々幸せの花（話）を咲かせていきたいと思います。    
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さくらサロン    報告  南原摩利（所長） 

月に２回、小高で行われているさくらサロンに参加させて頂いています。 

春にはお花見、秋には紅葉狩り、クリスマス会に新年会と

様々な行事を住民の方が主体的に計画を立て集まっていま

す。カリタス南相馬としてお手伝いさせて頂いているのは、

イベント時の車送迎やサロン内でのお手伝いです。脳トレの

問題をお持ちしたり、生伴奏で歌を歌ったり、お抹茶をたて

てお菓子を頂いたりと、とても和やかな時間を過ごさせて頂

いています。お昼を挟むため、カリタス南相馬で作成した飛

沫防止用のシールド板を持参し、「これがあるから安心して

お昼も頂けるね」と言って頂いています。コロナ禍で活動を

休止していた時期や２月に震度６弱の地震があった翌日に

は、一軒一軒訪問して元気なお姿を確認させて頂きました。

今ではまるで家族のような存在の皆様です。 

 

震災から１０年に想う事  眞こころ  松野みき子（一般社団法人カリタス南相馬 理事） 

あの日から１０年が経ちます。私達被災者にとってこの１０年は、復興という言葉に縛られた日

々でもありました。復興しなくてはならないと自分に言い聞かせた日々でした。あの日は、当たり

前が当たり前で無くなった日、日常が奪われた日です。経験したことも無い大きな揺れ、巨大津波

原発事故と想像も出来ない事が現実に起こりました。生まれて初めて絶望を経験した日です。 

 そんな真っ暗な状況の中、日本各地から、世界中からの支援が大きな支えになりました。食べる

物、服や日用品、手を差し伸べてくれる方が沢山いた事に光が差しました。そんな光に希望が湧き

被災者だからこそ寄り添えるサロン活動を始める事にも繋がりました。２０１１年６月に始めたサ

ロン眞こころは、仮設住宅に住む方々の癒しの場、そして、前に進むための情報交換、発信の場に

もなりました。とても大切な場所、活動ではあったものの、運営が厳しい状況にぶつかった事もあ

りました。カリタス南相馬との出会いは、そんな中、仮設住宅集

会所での活動の時です。ボランティアの窓口、支援の窓口として

、眞こころに力をくださいました。ボランティアの方が行うイベ

ントが仮設住宅から一歩外へ出るきっかけにもなり、固まった暗

い気持ちを明るくしてくれました。寄り添ってくれる事が、被災

者にとって励みになりました。１０年が過ぎる現在も、戻らない

場所や戻らない人も多いこと、どれくらいの人が今の現実を、現状を知っているのだろうと、この

場所から思うことがあります。カリタス南相馬はそんな現状の発信を私達の気持ちに寄り添い、今

も必要な支援を続けてくださっています。私達にとってカリタス南相馬は、心癒される場、あの時

を今も語れる場、前を見る力を頂ける場でもあります。自然災害が多い中、これからも起こるであ

ろう災害に寄り添い続けるボランティア施設として歩み続けて欲しいと思います。 
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2020年コロナ禍だからこそ 私 た ち に 出 来 る 支 援 を  

                                          報告  福田仕（スタッフ） 

 

 

 

 

写真メッセージ 『エール』をおくろう！  ４月～６月 

 福島の皆さんのことを忘れず、心はつながっていることを表現した

いと思い、南相馬に来られないボランティアの皆さんとスタッフやシ

スターの写真メッセージを募集し、フェイスブックや掲示板に掲載し

ました。また写真メッセージを印刷し、戸別訪問で復興住宅の方々に

支援物資とともにお渡ししました。 

 

 

布マスク作りと寄贈  ４月～5月 

全国各地でマスクの需要が叫ばれ、シスター達がさらし布でマ

スクを作りました。南相馬市でゴムひもが手に入らなくなり、フ

ェイスブックで皆さんに呼びかけゴムひもを譲っていただき完成

させました。手作りマスクは復興団地の皆さんや社協を通してマ

スク不足で困っている方々に寄贈しました。 

社協や民間団体に食料品寄贈   6 月～2021年継続中 

コロナ禍により収入が減るなど生活に困る方々が増え始め、各

地の社協フードバンクは支援希望者の急増にともない、配布する

食料品が不足しています。緊急対応が必要なので、皆さんから送

られてきた支援物資の他、必要な食料品を購入し随時届けていま

す。また、東京や宮城で炊き出しをしている民間団体には寄贈さ

れたアルファ化米を譲ったり、外国人労働者の支援活動をしてい

る名古屋の寺院のために募金をしました。 

 

 

復興公営住宅等での支援物資提供   5 月～7月 

ある団地の代表管理人さんに伺うと、団地には小高区や浪江町

の皆さんが暮しているが、コロナ禍で出歩かないため心配との

こと。おかずになる食料品やメッセージ、眞こころサロンで作

成している草履ストラップを添えてお届けして交流を図りまし

た。このようにして、南相馬市内の繋がりのある団地には全て

お配りすることができました。 
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支援物資の提供 ありがとうございました！ 

コロナ禍において全国どこにでも厳しい状況の方々がおられ

ます。少しでも必要としている方の支援が出来たらと思い、フェ

イスブックで提供を呼びかけました。多くの方々から米やレト

ルト食品など食料品、野菜や日用品を寄贈くださり必要な方々

にお届けしています。必要とする支援物資は変わりますので、お

問い合わせの上、今後もよろしくお願いします。 

 

外国人や技能実習生支援  ６月～2021年継続中 

日本で働く外国人労働者は、コロナ禍にあって日本での厳しい生活

を強いられています。南相馬市内約５０の企業にフィリピン、ベトナ

ム、中国など２５０人ほどの技能実習生が働いています。収入が減っ

て母国の家族へ仕送りするため自分の食費を削っている方もいると

聞き、お米や野菜などをお渡ししています。今後もカリタス南相馬が

外国人労働者に食料支援をしていることを伝えるため、英語、ベトナ

ム語、中国語で支援内容を記載したチラシを作成し、市役所を通し各

企業から外国人労働者に配布してくださるよう依頼しました。 

 

ひとり親家庭など 子育て応援  12 月～2021年継続中 

コロナ禍で年末を迎えるにあたり、南相馬市内の幼稚園保育

園、小・中学校在籍でひとり親家庭など厳しい生活状況にある

方々の食費の軽減になればと思い、地元農家さんの協力で購入

した米をお配りしました。必要なご家庭には、定期的に継続支

援をしています。 

 

 

飛沫感染防止シールド板 製作と寄贈 11月～2021年継続中 

 復興住宅集会所でのサロン等が再開し、コロナ禍でも安心して集

まれるようにシールド板を製作し寄贈しています。最初、透明なビ

ニールシートを木製の枠に張ることを考えましたが、枠の強度やシ

ートの透明度の問題で断念。市販で無色透明な塩ビ板があったので

幅９０cm・高さ６０cmに専用カッターでカット。スタンドは細い角

材の木と鉄製のＬ金具でネジ止めしました。その後、小高工房の廣

畑さんのアドバイスで、スタンドは２個のブックエンドで塩ビ板の

端材を挟み込み、その隙間にシールドの塩ビ板を挿入することにし

ました。スタンドの位置を自由に横にスライドできて、シールド板

の配置が自在になりました。  

製作・報告  佐藤英男（ボランティアスタッフ） 
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E-mail: info@caritasms.com  https://caritasms.com/ 

https://www.facebook.com/caritas.minamisoma 

2020年度会計報告 

（2020年 1月 1 日から 12月 31 日まで）（単位:円） 

収入の部 金額 備考 

受取会費 1,075,000  

受取寄付金／受取寄付金振替額 9,041,062  

受取助成金／受取助成金振替額 18,249,241  

受取利息 2,759  

雑収入 900  

①収入計 28,368,962  

支出の部 金額 備考 

事業費（各事業費には、人件費含む）   

宿泊提供 7,178,242  

ボランティアコーディネート 3,217,525  

交流の場とイベント企画 2,622,364  

子どもと大人支援 1,341,465  

持続可能な暮らしの取組み 1,074,349  

現地案内・情報発信 2,131,895  

災害支援 1,887,070  

管理費 3,735,505  

②経常費用計 23,188,415  

③固定資産受贈益 118,946  

④当期一般正味財産増減額 5,299,493 ①－②＋③ 

⑤一般正味財産期首残額 42,411,082  

⑥指定正味財産期首残額 6,935,692  

⑦当期指定正味財産増減額 3,709,963  

⑧正味財産期末残高 58,356,230 ④~⑦計 

 

 

 

 

 

＜あたたかいご支援ありがとうございました。＞ 

目標 ： 賛助会員５０００人 

賛助会員： ２１５人     物資支援： １３４件 

個人・団体の支援金： ２７４件  

カリタス南相馬 賛助会員 募集中 

カリタス南相馬の活動を経済的にサポートしてくだ

さる賛助会員を募集しています。 

 入会金 無料 年会費 一口 5,000 円 一口以上 

会員特典 年 1 回発行のニュースレターを送付。 

 入会方法 カリタス南相馬にご連絡頂くか、下記 

振替口座に氏名、住所、電話番号、賛助会員入会、 

口数をご記入の上、年会費をお振込みください。 

 その他の寄付金も下記口座にお願い致します。 

郵便振替口座 口座番号 02230-2-127643 

口座名義 一般社団法人カリタス南相馬 

ゆうちょ銀行二二九店 当座（0127643） 

カリタス南相馬は 

・東日本大震災と原発事故により、困難な状況

におかれている人々とともに生き、すべての

人々の尊厳が尊重される社会を目指します。 

・福島第一原発から２５kmにある場として、福

島の現実とそこに生きる人々の思いを世界

につなぎます。 

・地球環境を大切にし、自然との共存を目指し

ます。 

①地域コミュニティの再創造に向け、地域の

人々とともに働きます。 

②原発事故がもたらした福島の厳しい現状と

地域の日常の変化、いのちの尊さを学び、と

もに祈り、伝えます。 

③自然とともに生きる暮らしの実現に向け

て、生活を見直します。 

＜会費制度変更のお知らせ＞ 

入会金 5000円 年会費 5000円（初年度無料）から、 

入会金 無料 年会費 一口 5000円 一口以上 

とさせていただきました。 

 

 


